

















































































































































































































































































































































































らに 2000 年代に「強調される『教育福祉』は 1980 年戦後に
強調された『教育福祉』とは非連続であり、明らかに異質で
ある。」と評価した。新自由主義的発想ではなく、所得再分
配を正当に行う教育や福祉のプログラムが求められる。
　細井は、「ソーシャル・ペダゴジー」こそが、施設養護の
あり方に内容を付加するという問題意識をもつ。その担い手
であるソーシャル・ペダゴーグは、「教育と福祉を横断する『教
育福祉』職だから」施設職員が教育職か福祉職かという分裂
の問題が生じない、とする。さらにそれは、「1980 年前後の
集団主義養護論として展開された教育と福祉の一体化とは全
く異なる性格のものである。2000 年台になって強調される
新自由主義政策の中での教育と福祉の一体化とも全く異なる
性格のものである。」と指摘される。施設養護に特化したソー
シャルペダゴジーを紹介した『ソーシャルペダゴジーから考
える新たな施設養育』によれば、集団主義養護論の本質との
重なりは相当あるのだが、細井の論考によれば、集団主義養
護論の問題点として「家族主義」という性質が批判されてい
る。集団主義養護論の提唱者である積惟勝が組織した養問
研の二代目の会長を務めた浅倉恵一（1984）は、「積惟勝氏
の集団主義養護理論をたどる」と題した追悼記念講座におい
て、積の集団主義養護論の３つの思想的系譜として、「生活
綴り方教育思想」「集団主義教育思想」と並んで「家庭教育思
想」をあげている。「家庭教育思想」の起源は、1945 年であり、
この時期積は「全生活教育」実践に取り組んでおり、戦争に
よって親を失った子どもたちにとっての「家庭的な雰囲気、
人間的な触れ合い」を重視し、「家庭第一主義という意味の
家庭ではなく」、「家庭の持つ雰囲気、いわゆる家族集団に目
が向けられ」、施設を大家族集団として考えていた。戦後の
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この時期施設では、戦争によって親を失った多くの子どもた
ちを目の前に、その「親替わり」としてのあり方が寮長・寮
母に求められるものとしてとらえられていたといえる。この
職員の位置づけをめぐっては、養問研でも、課題として認識
され、その後職員のあり方の検討が加えられ、民主的な職員
集団として養護労働に取り組むあり方が、提案された。今、
９割以上の子どもには親がいる社会的養護の現状をふまえ、
職員が親替わりの存在ではなく、専門性をもった存在として
代替的役割を超えて、子どもの権利保障の重要な担い手とし
て生活づくりを生命線とする養護実践に取り組むことが求め
られる。
　日本の教育福祉の発展のしづらさには、担い手が見えにく
い問題があった。教育福祉が積極的に論じられた 1980 年代
には、社会福祉の関連領域として「教育福祉」の他に、「司
法福祉」「医療福祉」「労働福祉」などが取り上げられるように
なった。その際、たとえば「司法福祉」であれば、その担い
手として家庭裁判所調査官や保護観察官などが、「医療福祉」
では PSWが担い手として位置づく。一方「教育福祉」領域
には、その対象とする領域が学校教育・家庭教育・社会教育
等多岐にわたり、教師・施設職員・社会教育職員等統一され
た専門職を持たなかった。そのため、困難さを増した。地域
や家族から分離された子どもたちを養護・養育する施設職員
は、子どもたちが抱える困難な課題と向き合って養護・養育
し、子どもたちの教育と福祉の権利を統一的に保障すること
が期待されるとともに、親や家族、学校、児童相談所等多様
な機関や相手と協働することが求められる極めて専門性の高
い仕事である。この施設職員が「教育福祉」の担い手として
位置づき、自覚化されることは、非常に重要である。
７．ソーシャルペダゴジ とー施設養護実践
　このような状況のもとにある日本に、ソーシャルペダゴ
ジーの考え方が受容されようとしていることには注目でき
る。『ソーシャルペダゴジーから考える施設養育の新たな挑
戦』を監訳した楢原真也（2018）は、「子どもたちの成長や
回復を支える日々の営みを〝子育て〟や〝子どもの幸福〟と
いったより大きな枠組みのなかで捉えようとするときに、従
来の心理学やソーシャルワークを超えた視点での必要性を感
じていたからである。何よりも、これまで『治療的養育』や『生
活臨床』という概念をてがかりに考察してきたものの、子ど
もたちの生きる姿や彼らを支える施設職員の日々の営み、こ
の仕事の意義や楽しみや魅力を描ききれていないという忸怩
たる思いがあった。」と、本書を訳出しようと考えた動機に
ついて説明した。と同時に、日本の社会的養護・養育をめぐ
る状況をとらえ、対応困難な場面が増加してきた現実に対す
る「閉塞感を打開するために、特定のペアレンティングスキ
ルや治療技法などに代表されるケアの〝技法〟やマニュアル
を過度に重視することによって、子どもたちの思いや彼らと
の関係性が軽視されがちな場面も生じている。さまざまな記
録・基準や自立支援計画書などを整えることを重視するあま
りに子どもとの直接的なかかわりの機会が失われる状況、治
療モデルおよびエビデンスベースド・アプローチへの傾倒、
性的接触と見なされることを恐れて子どもとの身体的ふれあ
いを避けようとする傾向、子どもの間違った行動を適切に指
摘することができない養育のあり方など、著者らが指摘する
事態は、すでに我が国にも生じている。」と指摘する。社会
的養護・養育の仕事の「奥深さ・魅力や可能性」をこの著書
に見出している。
　本書には、子どもの状態を問題や欠点とみて個別的治療的
ケアの対象ととらえるか、生活と学びの共有をベースに集団
も対象として発達促進的ケアを関係性のなかでとらえるのか
という重要な問いかけが行われている。これは、ソーシャル
ペダゴジーをドイツから受容したイギリスの実践と理論の書
である。細井の研究によれば、ドイツとイギリス（さらには
デンマーク）においてソーシャルペダゴジーに基づく施設養
護実践の理念と実践には多くの共通点といくつかの相違点が
ある。比較検討し、日本への応用のあり方を見定める必要が
ある。
おわりに
　人とくに子どもたちの教育と福祉の権利を統一的に保障す
るために、「教育福祉」という概念でとらえられる統一のと
らえ方に潜む危険性を認識し対峙したうえで、実践的・機能
的に働きかける営みとしての有用性の一端を整理した。1980
年代に提起された教育福祉論と重ね合わせることによって見
えてきた今日的課題の検討は、他日を期したい。
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注
１）小川の「教育福祉」規定は、論稿によって対象や用語に
変更がみられる。ここでは、数々の貧困家庭の子どもの
教育問題調査をふまえてまとめられた比較的初期の規定
を紹介した。
２）土井は、「児童福祉と教育をめぐる今日的課題」（1982）
においては、「児童福祉における教育権論」「児童福祉に
おける教育的機能論」「教育条件整備論」の３つにまとめ
た。「児童福祉における教育権論」とは障害児の教育権
保障、教護児童の教育（就学と修学）権保障、施設入所
児童の高校進学など、「本来教育プロパーの側で保障す
べき教育条件整備の課題を、児童福祉制度がこれまで未
分化のまま包摂しそのなかいに埋没せしめてきた実態を
通して導き出す視角を不可欠としている」。第二の「児
童福祉における教育的機能論」は、学童保育活動、児童
福祉施設における生活指導、関係機関による育成活動
等、「児童福祉制度のどの局面に」も含まれる「教育的
機能」論として説明した。
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